
太
宰
府
は
桜
が
咲
い
て
旨
い
か
ら

陽
子
さ
ん
の
店
で
コ
ー
ヒ
ー
飲
も
う

　
　
　
　
　
　福
岡
市
／
竹
森
　祐
彦

悲
惨
な
る
戦
に
苦
し
む
人
ら
を
も

照
ら
す
か
宙
の
十
六
夜
の
月

　
　
　
　
　
　糟
屋
郡
／
仲
道
　朋
子

珈
琲
に
紅
梅
一
輪
添
え
ら
れ
て

春
を
み
つ
け
る
余
寒
の
中
に

　
　
　
　
　
　東
ヶ
丘
／
西
木
ミ
ヤ
子

春
の
宵
の
酒
も
喜
ば
ぬ
ま
で
古
り
て

目
も
と
微
か
に
笑
ま
う
立
ち
雛

　
　
　
　
　大
佐
野
台
／
宮
﨑
　フ
ミ

花
の
雨
恵
み
の
雨
と
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　馬
場
／
有
岡
　和
砂

長
閑
さ
に
寝
つ
こ
ろ
が
り
し
都
府
楼
趾

　
　
　
　
　
　
　五
条
／
兼
田
和
加
子

山
望
む
都
府
楼
跡
の
長
閑
な
り

　
　
　
　
　
　
　高
雄
／
西
元
　治
雄

壺
焼
や
ま
だ
海
鳴
り
の
聞
こ
へ
さ
う

　
　
　
　
　
　高
雄
台
／
川
路
　泰
子

壺
焼
の
殻
に
残
り
し
海
の
色

　
　
　
　
　
　福
岡
市
／
工
藤
　友
子

囀
の
止
む
一
瞬
の
あ
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　朝
倉
市
／
古
賀
　紀
子

幾
重
に
も
囀
響
く
深
き
杜

　
　
　
　
　大
野
城
市
／
田
代
り
え
子

名
刹
の
し
　び
鴟
尾
の
高
さ
に
囀
れ
り

　
　
　
　
　
　長
浦
台
／
徳
賀
美
智
子

追
憶
や
あ
の
と
き
め
き
の
花
す
み
れ

　
　
　
　
　観
世
音
寺
／
野
田
　杉
子

も
の
の
芽
や
膨
ら
む
色
の
耀
へ
り

　
　
　
　
　
　青
葉
台
／
本
山
　晴
子

草
の
筋
太
き
や
母
の
蓬
餅

　
　
　
　
　
　青
葉
台
／
彦
坂
　正
孚

温
む
水
登
山
靴
裏
洗
う
な
り

　
　
　
　筑
紫
野
市
／
日
永
田
忠
孝
子

亡
母
の
手
や
草
餅
つ
つ
み
香
を
包
み

　
　
　
　
　
　
　高
雄
／
福
島
久
美
子

陶
工
の
土
打
つ
音
や
春
一
番

　
　
　
　
　
　福
岡
市
／
宮
津
英
里
子

草
餅
や
三
姉
妹
み
な
母
と
な
り

　
　
　
　
　
　小
郡
市
／
貞
金
　志
帆

す
ね
の
傷
若
気
の
至
り
今
も
な
お

　
　
　
　
　
　
　
　坂
本
／
森
部
　護

今
日
よ
り
も
明
日
を
信
じ
た
良
き
昭
和

　
　
　
　
　
　
　
　松
川
／
山
根
　清

頷
き
の
介
護
の
耳
は
聞
き
上
手

　
　
　
　
　
　二
日
市
／
吉
田
　敬
子

気
を
つ
け
よ
お
里
が
知
れ
る
迷
い
箸

　
　
　
　
　
　
　五
条
／
安
枝
　昭
雄

幸
運
だ
っ
た
戦
知
ら
ず
に
生
き
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　通
古
賀
／
山
本
　征
児

里
な
ま
り
聞
く
バ
ス
停
の
す
み
れ
草

　
　
　
　
　
　筑
紫
野
市
／
名
本
　剛

竹
箒
掃
き
残
し
あ
り
菫
草

　
　
　
　
　
　
　青
葉
台
／
平
野
　香

物
の
芽
の
老
い
を
励
ま
す
強
さ
か
な

　
　
　
　
　
　高
雄
台
／
荒
島
由
美
子

胸
を
張
り
お
礼
参
り
の
春
休

　
　
　
　
　
　連
歌
屋
／
吉
嗣
の
り
子

長
閑
な
る
山
の
尼
寺
時
告
ぐ
る

　
　
　
　
　筑
紫
野
市
／
幸
田
は
る
み

｢

さ
ず
か
れ
し
生
命｣

な
れ
ば
と
百
歳
を

生
き
こ
し
嫗
の
言
葉
の
重
し

　
　
　
　
　
　湯
の
谷
／
山
﨑
八
重
子

太
宰
府
短
歌
会

太
宰
府
俳
句
会

持
永
　真
理
子
選

飛
梅
句
会

介
弘
　紀
子
選

宝
満
句
会

菅
井
　久
美
子
選

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

佐
々
木
　甘
露
子
選

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

小
池
　一
恵
選

つ
れ

づ
れ

太宰府市華道連盟

季節の生け花

国際交流・韓国
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5月は「家庭の月」

太宰府市国際交流員
キム シンヒョン

金辛泫

　日本ではゴールデンウィークで賑わう5月ですが、お隣の韓国では1年で最
も家族の絆を深める「家庭の月」として知られています。
　韓国の5月が特別な理由は、家族にまつわる記念日が集中しているからで
す。まずは5月5日の「こどもの日」。ここまでは日本と同じですが、最も大切
にされるのが5月8日の「両親の日」です。日本のように母の日と父の日を分
けるのではなく、両親へ同時に感謝を伝えます。赤いカーネーションと共に、
最近では実用的な現金を華やかにラッピングして贈る文化も韓国ならではの
風景です。
　さらに、5月21日は「夫婦の日」とされており、家庭の基盤である夫婦の絆
を再確認する日となっています。この日は「二つ(2)の人生が合わさって一つ(1)
の家庭を築く」という語呂合わせに由来しています。他にも5月15日の「先生
の日」など、5月の韓国は身近な人々へ愛を伝えるイベントが目白押しです。
　韓国社会において、5月は日々の忙しさの中で後回しにされがちな「家族
への愛」を、形にして表現する大切な期間なので
す。もしこの時期に韓国を訪れる機会があれば、
街中に溢れる花々や、幸せそうに食事を楽しむ
家族の姿から、韓国ならではの温かな「情」を感
じてみてはいかがでしょうか。

花材：ギガンテウム、バラ、
アレカヤシほか

池坊
うえ の 
上野

とも こ
智子

花に紙幣をまいてラッピングした花束

22広報だざいふ 2026.5 （令和８年）太宰府市役所　代表電話 （921）2121  FAX （921）1601




